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岩手県におけるミニバスケットボールの
技術指導カリキュラムに関する試案

－サッカーの指導カリキュラムを参考にして－
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A study on a mini-basketball coaching curriculum in Iwate prefecture.

1．緒言

1－1問題の所在および研究の目的

スポーツの競技力向上は、ジュニア期の指導の充実にかかっている。この観点から（財）

日本体育協会は1988年から4年間、サッカー．スケートなど5競技種目について兢技力向

上に関するスポーツカリキュラムの開発研究を行った1）。今日のサッカー・スピードス

ケートの競技力向上には、これらの研究成果が役立っていると思われる。

サッカー界において、1996年にはアトランタ・オリンピックでサッカー王国ブラジルを破

り、1998年はワールドカップフランス大会に出場という大変意義ある年となった。しかし、

これまで1968年メキシコ・オリンピック3位入賞以来，国際的な視野に立った顕著な競技

成績はあげることができないでいた。このことに対し、㈲日本サッカー協会では日本の学

校制度による一貫指導の欠如の解決が大きな課題と考え、1976年に技術委員会指導部中小

部会によりサッカー指導教程試案2）という小冊子を刊行し、さらに、1979年には技術委員

会としで88年五輪メダルへの道と題し3）、一貫指導の道程について発表している。さらに、

1988年から上述の㈱日本体育協会の競技力向上に関するスポーツカリキュラムの開発研究

により、一貫した指導方法の確立を目指し事業が行われた㌔

一方、バスケットボール界にとっても1998年は男子全日本バスケットボールチームが31

年ぶりに世界選手権ギリシャ大会に出場することができた意義ある年であったが、この31

年ぶりはあまりにも長い期間であり、オリンピック出場も男子チームは1976年モントリ

オール・オリンピック以来果たしていない。バスケットボールにおいてもジュニア期の指

導充実の重要性は認識されていながらも、サッカーのような全国レベルの一貫指導の検討
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成果は得られていないのが現状である。   

その中で、1992年に発足した神奈川県生涯スポーツ振興会議スポーツ科学研究会は神奈  

川県のスポーツ水準向上のため、一貫した指導カリキュラム開発のためのプロジェクト  

チームを編成し、バスケットボールについて県内の実情にあった主に小学生から高校生ま  

でのジュニア期プレーヤーの発育・発達にあった具体的なカリキュラムを検討し、1994年  

に「かながわバスケットボール指導教本－ミニからの一貫指導マニュアルー」4－としてそ  

の研究成果を発表している。   

近年、バスケットボールの人気は上昇しており、「運動部活動の在り方に関する調査研  

究報告書」（1997）によると、中・高校における部活動で最も多い種目として、男女の合計  

ではバスケットボールがあげられている㌔また、ミニバスケットボールも年々盛んになっ  

ている。1991年の日本ミニバスケットボール連盟の登録チーム数および登録選手数は男子  

2．283チーム（47，110名）、女子4，435チーム（98，846名）、合計6，718チーム（145，956名）  

であったが、1996年には男子3，711チーム（87，789名）、女子4，934チーム（99，789名）、合  

計8，645チーム（187，558名）まで増加している㌔また、岩手県においても、1991年の岩  

手県ミニバスケット連盟の登録チーム数および登録選手数は男子41チーム（1，356名）、女  

子67チーム（2，242名）、合計108チーム（3，598名）であったが、1996年には男子84チーム  

（1，934名）、女子104チーム（1，871名）、合計188チーム（3，805名）まで増加している7）。  

現在、岩手県のバスケットボールの競技力は低迷しており7）、過去20年間の国民体育大会  

東北ブロック予選会で2位以上になったのは、少年男子が1回と少年女子が1回の2回のみで  

ある。岩手県バスケットボール協会強化委貞会においても、この低迷を打開するため、優  

秀なコーチを育成・確保すること、ミニバスケットボールを育成しバスケットボール競技  

人口の拡大を図ること、さらに岩手県の一貫指導体制を確立することの必要性を論議して  

いる7）。   

このような観点から本研究では、球技種目で一貫指導の先進的なサッカーの指導カリ  

キュラムを概観し、バスケットボールにおける一貫指導の基本的な考え方を整理すること  

を第一の目的とし、さらにバスケットボールの一貫指導の観点から岩手県におけるミニバ  

スケットボールの具体的な技術の指導内容を試案として提示することを目的する。   

1－2 本研究における検討対象と研究の方法   

本研究では、サッカーの一貫指導の具体的資料として、松本8）の「サッカーの指導過程  

に関する試案」（1989年）を取り上げた。また、日本におけるバスケットボールの一貫指  

導のカリキュラムとして「かながわバスケットボール指導教本－ミニからの一貫指導マ  

ニュアルー」4）（1994年）を取り上げた。また、外国の例としてバスケットボールの一貫指  

導で成功している9）カナダバスケットボール協会が「指導者認定プログラム」を纏める際  

に作成した全15巻の教本から「練習ドリル編」のstagel－Stage410）（1987年）とKaren  

Garchow and AmyDickinson窟の「YouthBasketbal1：A complete Handbook」11）（1992年）  

を取り上げ、ミニバスケットボールの指導内容を検討する際の資料とした。   

共著者の小野ら12）は、ディフェンスに比べ未整理といえるオフェンスの考え方に、筋道  

を立てて体系化することを基本方針とし、1997年に「バスケットボール・メソッド」（㈲  

日本バスケットボール協会監修）と遷するビデオを作成した。現在、低迷している岩手県   
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のバスケットボールでは、バスケットボールのファンダメンタル、特にオフェンスのファ  

ンダメンタルの充実が必要であるため、このビデオを検討し参考とした。   

以上を検討対象とし、若干の岩手県バスケットボールの現状に対する資料を追加し、岩  

手県におけるバスケットボールの実りある一貫指導の基本的な考え方を整理提言し、岩手  

県におけるミニバスケットボールの具体的な技術的指導内容と代表的なドリルを試案とし  

て提示することとする。  

2． サッカーの一貫指導とバスケットボールの一貫指導  

2－1指導力リキュラムの段階と年齢区分   

表1にサッカーとバスケットボールの指導段階と年齢区分を示した。  

「松本試案」8）においては、年齢区分を小学校、中学生、高校、大学・社会人の4段階で  

示しているのに対し、「かながわバスケットボール指導教本」41では、小学校期を低・中  

学年と高学年に分け5段階で示している。外国では学制の違いもあり一概に比較できないが、  

高校期までの指導段階について、カナダバスケットボール協会の「練習ドリル編」10）では、  

11歳末満をstagel、11”13歳をstage2、13－16歳をstage3、16～18歳をstage4としている。  

また、「YouthBasketbal1」11一では、elementaryschool（8～10歳）、middleschool（11－13歳）、  

hi如school（14歳以上）としている。   

表1で基礎的内容を指導する時期を「松本試案」と「かながわバスケットボール指導教本」  

で比べると、サッカーではポールを足で扱う難しさのため中学校段階にまで及ぶが、バス  

ケットボールではミニバスケットボール（小学枚）段階が重要な位置を占めている。また、  

カナダバスケットボール協会の「練習ドリル編」のstage2、「Youth Basketball」の  

elementaryschool（8－10歳）でも具体的なバスケットボール技術の導入が示されている（後  

述）。言い換えれば、バスケットボールにおいては、初心者レベルである小学校段階にお  

いて将来に結びつくしっかりした基礎づくりが重要といえる。  

表1 サッカーとバスケットボールの指導力リキュラムの段階と年齢区分  

サッカー  トボ⊥ル  

奈川  

（松本試案）    ミール教本）  
年齢区分  （年齢）          ステップ  主眼   主眼一   

小学生高学年 （10～12歳）  小学生低・中学年 （6～10歳）  慣れる  感覚  る  感覚      選択   

中学生  （12～15歳）  基礎   理解   

高校  （15～18歳）  発達   意図   

大学・一般  （18歳～）   完成  経敦   経験   

2－2 r松本試案」におけるサッカーの指導力リキュラムと「かながわバスケットボール指導  

教本」におけるバスケットボールの指導力リキュラム   

表2に「松本試案」おけるサッカーの指導カリキュラムを示した。各年齢の発育・発達  

段階に応じた、技術・戦術的な側面にとどまらず、精神面・身体面の発達にも配慮し、指  

導上の留意点にも論述している点でも高く評価できる。また、表3・4に示した「かながわ   
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バスケットボール指導教本」においても同様に技術・戦術的にとどまらず精神面・身体面  

の発達にも配慮し、指導上の留意点にも論述している。また、「かながわの一貫指導の考  

え方」とし、神奈川らしさの観点として「シュート力の向上」、「ボイスの徹底」、「自ら学  

ぷ姿勢」の3点を取りあげ、それらをミニバスケットボールの指導の段階から系統的に指  

導内容に組み込んでいる。  

表2 サッカーの指導過程（松本試案による）  

時 期   小 学 生   中 学 生   高 校 生   大学生・社会人   

年 齢   6才～11才   12才～14才   15才～17才   ほ才以上   

◎自主性を育てる   ◎自動Z）確立   ◎自己の確立・自己サッカー感の  
確払  による人間性の向上，  

◎精神的珠持久睦勿論化   
すぎ」ないように注意し、ヒント  ◎正しいチームワークの理解  ◎自己の具体的な主体性のある目  ないようさこ  

精神面  細心且つ大胆にチャレンジする  
る子供の発想を大跡こしよう。  気持ちを持ち組ナさせること。自  
◎サッカーの世界での夢の育むこ  分の枠の中に引きこらずこ「  
とが大吼   心jを忘れないことが大きく伸び  

るために大切である。   

◎柔軟■璃轍な身のこなし  ◎バランスのとれた総合的体力  ◎総合的体力強化のスパート  ◎生理的限界～曙関挽  
ボールを伴った練習により、  の軌   鵜，  

身体の調整機能を発達させ  ◎スタミナ向上へのスタート  パワーアップヘのスタート。  

身体面  
る。   特に肺機能の能力向上はこの  

期を逃してはならない。但しゲー  
ムやボールを使ったサッカーの  
習を通しての総合的なスタミナの  
養成を計ることが大切である。   

スヤテデ   （D 慣 れ る   ② 基  礎   （診 発  達   ④ 完 成   

遊びのサッカー   考えるサッカー   勝つサッカー   キャリアをつむ  
遊びのサッカーの中から本能的  本能的サッカーから理性的サッ  ダイナミックな試合に通じる  ◎より厳しい条件を求め、より  

主眼                    ゲームセンスの養成を計る  カーヘの醜悪図あるプレー．  ッカーを目指す。   ベルの高い柏手との切繕琢磨によ  
エ夫ずるサッカーが大切，  り経験を領み、自己のサッカー  

く 感 覚 〉  く 判 断 〉   確立する。   
〈 意 図1〉  〈経験》   

◎ポールに対する慣れを自然に  ◎技術の遠馳   ◎チーム戦術の醜   ◎より厳しい状況下てのスヰノ  
発達させる。   撒こ応じた技緬の発揮ができ  チームの－「員として統制のと  挿を臥隙れ  

◎感覚的に技術を習う。   るようにする。   たゲームができるようにする。  
ゲームの中から感覚的に技術を  ◎技術の反復組   ◎個々のスキルに速さと強さ  
育も＼自然のうちに使い方を身に  遊びの中で身につけた本能的な  つける  

つける。   技術机より正確にできるように  完全に試合の中で生かして  
スキル  技術の反復練習が必要になってく  るように、スキルの巾も増やし   
及び  ゲームの中でi捌こ個を大切に  る。   いく時である。   
戦術  し、プレーは部分的、局面的（自  

分と相手、自分と騨紅）味方等）な  スペシャリストの執   
ものにとどまってもよしヽ   

試合の流れを知り、その中で自  
分のプレーを開運ウナて考えら  
ること  
◎ルーノ1′の醜   

◎スモールゲーム（2対2、7対丁等）  ⑳自覚↓学ペる時斯である。考▼  ◎経験ということを除けば、ほさ  ◎より厳しい状況を設定してやる  

を多く取り入れて、自分達のゲー  て試合をすることが最も重要であ  完成の域に達しなけれはならなし  ことが大切である。練習書抗告の  
ムのやり方により、自然に色々な  り、サッカーは自分で苦しし  執 レベルの上の者は、より  み方、公式出合の持ち瓦  
動き、技術を自分で覚えさせる。  の中から切り抜けられた時、自  のレベルの者との交流を図って  より上の相手との…昧含。匡l  

指導上  合、国内及び海外遠征鴇  
の  
留意点  ばならぬ。 い も、正確さと意図あるプレーを  
◎良見本をたくさん見せてやる  
ことが大弘  てることが大切である。この時  

の紘如こおける「サイドコーチ」  
は最も怯むぺきものである。   
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表3 小学校低・中学年層におけるバスケットボール指導の指針  

77   

ステップ  楽しむ／慣れる   

バスケットボールならびに仲間との出会い  

主  眼  
楽しさ・遊びのゲーム  

“動きづくり” “ポール振作” “スポーツ的・本能的ゲームセンスけの獲得  
く 感 覚 〉   

まねや遊びからの「発見」を大切にする。  
遊び（ゲーム）・模倣から菜しく、自然に動きを身につけさせる。  

全般的  
運動のおもしろさを味わうことを第一とする。  

蒋導の要点               個人放争からグループ焼争へ移行させて、楽しみながらポールに慣れ、技術習得と集団意識  
を育てる。   

続習時欄 週2 

～3E】  

シュートに興味を持つ。シュートが入ることにおもしろさを感しる。  
・シュートフォームは自由に 一律に強制（購正）する必要なし  
ポールに慣れる。ポーノレ、ントリングとボディコントロールを感党的に  

技 彿               ・左右両方を使うことを習慣つける・強さや速さよりも正確性に重点  
感覚的に技術を習う。  

重  。ゲームの中から感覚的に技術を習い、自然のうちに使い方を身につける  

要  
専門的スキルトレーニングは、8点ころから開始する。  

1：1で相手を抜くことの面白さを味わわせる。  
な  

指  
相手とのかけひきの中で 感覚的ひらめきを生かし、個人的なテクニノク（体の動き、ポー  
ル操作）を高める。  

導  神経系の発達か盛んな時期である。いろいろな動作に挑戦し、スマートな身のこなしを獲得  
内  

総合的なスポーツの「基礎能力」・「動きづくり」に最適な時期。  
容  柔軟な動きと機敏な動き。前後、左右、上下の垂心移動感覚を養う。  

・鬼ごっこ、水泳、トランポリンなど多様なトレーニングが効果的  
スポーツに取り組む姿勢を教える。自分を向上させる大切さを納得させる  

心 理      教え込むのてはなく、子供の発想を大切にする指導。（問題解決能力の向上）  
対人局面にもいて、積橿的な心を育てる。  
共に学ぶことが大切。ルールやマナー、思いやり、協力の態度を養う。   
「楽しむ・慣れる」を主眼に、明るい雰囲気を感じさせるように心かける  
・ポールを使った遊びを通して慣れ、競争型のゲームを楽しむ  
指導者の承認や賞賛、助言により、意欲をたかめる。（大いに「ほめる」）  
「バスケットボールをやりたい」という心を育てる。  

コーチング                   技術に対する向上心も旺盛になってくるのて1さまざまな技術の良い見本を見せて、トライ   
の留意点  させる。  

バスケットボール以外の遥動を積橿的に取り入れ、神経系を発達させる。  
できれは数種目のスボーウを経験させる。  
指導者や仲間に明るくあいさつや返事をするなかで、コミュニケーションとしての「声」の  
習慣化を図る。   

「かながわ バスケットボール指導教本」より  
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楽しむ／基 礎  
の よいプレーとの出会し  バスケットボール  

ゲームでプレーする書び  
（正しい）合理的基礎技能の習熟、獲得よいやり方の「選択」と「組合せ」  

く選 択〉  
基礎的技術を習熟させ、各局面や状況に  バスケットボールの果しさを味わわせるとともに、  

応じた判断と技術の選択が正しくできる（ゲームセンス）ように、自分でイメージしながら  

レーするよう指導する。  
バスケットボールの専門的スキル（運動能力）‘の獲得。習慣化の第一歩。  
（ボディーコントロール、ポールコントロール＝特に、正確なシュートフォームと脚の使い方  

及びビジョンをつくる能力を養う）  
単純な反復や無理な追込みは避け、集中して取り組めるようエ失する。  
スポーツに取り組む姿勢、試合は薬しいものであると意識を持たせる。  

練習時間  
過3～4日  

1聞45分～  

2時間15分  

しいシュートフォーム、タッチとの出会いとその習得。  
よいプレーを真似して、正確な技術を軌こイメージ化し、反復練習する。  
・ボディーコントロール・ポールキープ・ビジョン・シュート  

6種類のポールのもらい方を知る。  
ディフェンスのスタンス、ポジションとビジョンを感覚的に選択する。  
するどい方向転換や動きに緩急をつけさせる工夫を指導する。  
個人の戦術を重視。状況に応じた技術の選択と蒐諷  
対敵プレーのなかで体をスムーズに動かしたり、ポールを操作できる  
2：2，3：8の中でのl：1のスキルを発揮する場面をつくる。  
意図的にスペースやノーマークをつくりだす判断力を身に付けさせる  
リングを中′如こノーマークをつくる能力を高める  

重
 
要
 
な
指
導
 
内
 
容
 
 

・バスワークやパスアンドランの動き  
2：乱 さ：aの中でのディフェンスのポジションを体験する  

すばしっこさ、バランスなどの神経系のトレーニングや柔軟性を高める動きを積極的に行な  
い、スマートな身のこなしを狸得する。（脳・神経系）  
ウォーム・アップの大切さを謬鶉し、その方法を専門的に教える。  
骨格や関節の形成は、未成熟なので、漁り遺しの動作による局部への負担やウェイトを使った  
筋力トレーニングは行なわない。（例：オスグット病）  

し 、たりする習慣を身につ  プレーイメージの獲得。良いプレーを見たり、自分のプレーを頭に描   
け、動きの中でプレーを選択できるようにする。  
個人と集団の目標を持たせる。短期・中期・長期の目標を設定する。  
メンバー一人一人の向上により、チーム力が向上することを浬解させ、責任感を持たせ、自立  
心を持たせる。  

し 、たりする習慣を身につ  プレーイメージの獲得。良いプレーを見たり、自分のプレーを頭に措   

lナ、動きの中でプレーを選択できるようにする。  

個人と集団の目標を持たせる。短期・中期・長期の目標を設定する。  
メンバー一人一人の向上により、チーム力が向上することを理解させ、責任感を持たせ、自立心  

コーチング  

の留意点  

を持たせる。  

バスケットボール指導教本」より  「かながわ   

2－3 岩手県におけるサッカーとバスケットボールの一貫指導の現状   

㈲日本サッカー協会では選手育成システムの一貫として、より一層の競技力向上とより  

良いサッカー環境を具現化するためにはサッカー指導に関する専門知識や情報、豊富な経  

験や情熱を持つ質の高い指導のできる指導者が不可欠1き）、との考えからその指導者の数の  

確保・質の向上をめざし、指導者のライセンス（資格）付与制度を中心とした指導者葦成  

事業を㈲日本体育協会、9地域サッカー協会、47都道府県サッカー協会とともに展開して  

いる（公認サッカー準指導貞・公認C親スポーツ指導貞・公認C級コーチ・公認B級コー  

チ・公認S級コーチ）。   

また、有資格者に対して、なお一層のレベルアップのために、「公認指導者研修会：リ   
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フレッシュ研修会」も実施している。これはすべての資格取得者に対して4年間に1臥  

日本サッカー協会が主催するリフレッシュ研修会への参加を義務づけ、それを資格の条件  

とすることで、指導者の資質向上を図っている。   

岩手県でも昭和62年・63年に小学生・中学生の指導者を対象とした公認資格諌習会を開  

催し、それぞれ12名・19名の公認サッカー準指導員養成を実現したのを皮切りに、平成5  

年からは、これを毎年開催し20－30名の受講者を得、現在までに168名の公認サッカー準  

指導員を輩出し、リフレッシュ研修会にも毎年60－70名の有資格者が参加者している。   

公認サッカー準指導員講習会では、主に小学生を指導対象とする資格と位置づけ、従来  

各年代ごとの大会で勝つことが第一目標に掲げられていた指導を改め、選手の発育発達段  

階を十分考慮し、選手の年齢に応じた課題を与え、選手が完成期に大きく成長するように  

促す指導く一貫指導〉、その重要性の啓蒙・普及を図りながら、選手が「判断する」こと  

を育てる指導、クリエイティブな選手を育成する指導を目指す内容としている13）。1997年  

度からは新刊されたサッカー指導教本・指導ビデオを中心に、基礎理論8時間、実技24時間、  

指導実習8時間 計40時間の講習を実施している。  

小学生に対する指導内容と  

指導方法については、この年  

代（9歳から12歳頃）は「即  

座の習得」が可能なゴールデ  

ンエイジと呼ばれる時期であ  

り、サッカーを楽しむことが  

一番大切なことであり、楽し  

みながら、自分で判断し、よ  

り正確な技術を発揮できるよ  

うに指導する方法を講習で伝  

え、実践するように啓蒙して  

いる。   

一方、バスケットボールに  

おいては、統括団体である㈲  

日本バスケットボール協会の  

指導者養成の対応がサッカー  

に比べ遅れていることも指摘  

されているが、岩手県では  

小・中学校のバスケットボー  

ル指導者養成プログラムを確  

立していないのが現状である。  

岩手県バスケットボールのレ  

ベル向上のために岩手県独自  

の指導者養成プログラムの実  

施を含めた対策が必要といえ  

る。   

表5－1BasketbalICanadaLessonPlanStagel～4に  

おけるバスケットボール技術の導入時期  

＄bge18t叩e2 ＄t叫03 St叩d  

F00TWO駄   

Fo†憎rd／b8¢k▼8rl】rl椚nlng   

St卿川g／きt8rtl帽   
軌uffIingノるIidi喝   
Ch一喝e Of direGt】On   
Lead岬Pivotiれg   
Pivottnt   
Off飢きive ro鵬Y pO亭jtion   
DefeれSiYモ8t81V婚  

X  

X   

I   

X  

X  

X  

X  

X  

REC印lVING   
Lead岬「¢Geivl鴨   
Funl℃l   

引oGk8nd tr叩  

即日柑Lll噸   

L軸か岬d両蚊Il叩（ぬIlbu帖i叩）   
8811†■l＝ト鋸IZOtiαl   
Ri‡ht／loftIほ鵬   
Stop／きt8rtS   

Alt8nate h8一山右   

m叩帥Of dir郎tion   
α181Y00f卵¢O   
Fr（lnt¢rO＄写OY8r   

馳明m沌dribble（如In dribblo〉   
Cr8b dribbi0   
8et暢enlog＄   
8eh川Id bさ¢k  

P▲SS川G   

Lモ8d up p8占8ing   
αlO＄t   

一雨■ld overh08d   
♭0∪帖8   

88Sd〉all   

H8nd off   

P且S＄il鳩VS．Pre88ure  

弼○†I舶   

L8ad岬さh00ting   
伽Ⅶl柑Id8et8hot   
LaY－岬   

止■l〉石hot   

Po■モrl8Y－UP   

Cro∬OVerlay叫P   
R8Ver88l8y－仰   

山叩h∝血  
R【8仇刑別NG   

しeさd up reb01∬旭川g   

Offセれ5iv¢PO＄itlOning   
Def耶ivモf00t■Ork   
S餌U「川唱b8Il   
伽tlot pa8S  

Stagel：－11厳、Stage2：11－13歳、Stage3：13r16嵐、Stage4：16－18厳  
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表5－2 Basketba［lCanadaLe＄SOnPlanStagel～4  

におけるバスケットボール技術の導入時期  

3． ミニバスケットボール  

段階での技術指導における基  

本要領  

3－1 カナダバスケットボー  

ル協会「練習ドリル編」で取り  

あげられている技術内容   

カナダバスケットボール協  

会の「練習ドリル編」で取り  

あげられている技術内容とそ  

の導入時期を表5－1－表5－3の  

とおりまとめて示した。用語  

は全体の構成に関わ為ので原  

文を用いた。  

3－2 「Youth Basketba＝」  

で取りあげられている技術内容   

「Youth Basketball」で取  

りあげられてVゝる技術内容と  

その導入時期を表6－1－表  

6－3に示した。カナダバス  

ケットボール協会「練習ドリ  

ル編」についてと同様に、用  

語は全体の構成に関わるので  

原文を用いた。  

3－3 「かながわバスケット  

ボール指導教本」のミニバス  

ケットボールの指導要  

領   

「かながわバスケットボー  

ル指導教本」のミニバスケッ  

トボールの指導要領を小学校  

低・中学年について表7－1に、  

小学校高学年について表7－2  

に示した。  

カナダバスケットボール協会  

「練習ドリル編」、「Youth  

Basketball」、「かながわバス  

ケットボール指導教本」での  

ミニバスケットボールでの技   

Stagel Stage2 Stage3 Stage4  

OFF訊S川E MUVERS  

OI旺PuYER   
Squ8re Up   
仙山水step   

Cutting   
Reb仙nding】eadup   
Player po＄圧ion   

Jab st印   

Level i ng 
Po＄t Play  
ⅧPuYERS   

Give ald go   

Fl00r balanGe／5四¢ing   

Reb仙nding▲e8d up   

S¢reen On bat1   

8a¢k d（）Or   

Pas＄ard f01‡0廿  

TH糀E札止Y亡RS  鵬  
00r ba】an¢e   

ぬIlreYer＄al   

馳reen（pi¢k）訓帽y from b8tl   

D（〉¶lS¢reeれS   

Horizontals¢re8∩さ  

F川E PuYERS   

Floor balan（；e   

Tranきition   

Fa＄t brモak   

Fa＄t br¢ak by rules   

Ju叩batlsi也ation＄   

Han－tO・¶柊n Offel帖e   

Fre8throw5ituatiorlS   

Si叩Ie朋帆V訂S¢00p【i爪印tingpostplay   

Thro■－in5itu8tions  

Stagel：－11歳、Stage2：11－13歳、Stage3：13－16歳、Stage4：16－18歳  

表5－3 Basketba］lCanadaLe＄SOnPlanStagel～4  

におけるバスケットボール技術の導入時期  

St8g81StaEe2 Sbg03 Stag¢4  

DEF田嶋川E SK】ししS   

St8n¢O   

D8fen引Ve f（〉Ot▼Ork   

馳uffl両再】iding   

For¶】rd／血頭mrd runn】ng   
D¢f珊8e VS．P18yer■ith b丑Ilpasser   
Defen5e VS．Ptayer■i廿IbきIldribbler   
Defeの88VS．Play即▼i廿Ib81l8h（lOter   
Help posItlOn a鵬00nGePt   

Rob槻nding事ead up  

旺80UHDll蛤   

810¢kout（「引用rSe PtVOt）   

鮎l卜slde vs off－Si由  
ズ  
X  

1〟トTO一欄A川   

8eny d8fens8   
Defonso vs．po＄t   

Def桝18¢1月．bal【cuts  

PRESSけ伯   

ForGln〟inf：JOnGing ski】】s   
OYerpiaY血f帥Se  

TWO PuY亡RS   
Give8鵬go   
ミkreen on bal1   
8d¢kdくIOr   

鵬Ip a鵬recover  

FIV【MYERS   
8a暮トsido v写．he】㌻＄i血   
侮．印価雨l81tuati帥8   
Jし叩b8tl   

Free thro▼  

Stagel：－‖歳、St喝e2：1ト13歳、Stage3：13－16嵐．弘ge4：16－柑歳  



岩手県におけるミニバスケットボールの技術指導カリキュラムに関する試案  81  

表6－1 rYouthBasketball」で取り  

あげられている技術と導入時期  

表6－2 「YouthBasketba［［）で取り  

あげられている技術と導入時期  

［le吼 School  Midd】e S¢ho8】HlghSchool  引eln．Schoo】 細】ddle S¢ho8」 Hlgh5d00」   
Beglnrlel lnter肝dlate ldvanGed   
8－10  1ト13   14珊d叩  

8eg川n8r lnt8rmOdiate Advan¢ed   

X  

ヽ  

X  

X  

Skil事 of8a6ketbaJI   

Foot｝Ork Fundamont8ls  

88＄k8tbal】posltlOn  
¢ujck start  
Ou蓼¢k stop  
Ju叩StOP  
Strid8StOP  

PIVOt  

Forw8rd  
Reverse  

Dofonミive slide  

DrIbb】川g  

St8tionary dr！bble  

Domimnt hand  
Nonr此間雨間椚t  

Altorn8ting  
Controldrlbble  
Speed dribble  

Cr（】SSOVOr drlbb沌  
Ch8nge－Of－P8Ce  
Reverミ8  

ReGelVi叩  

C8tdllng  
Pa5S川g  

Che8t Pさ8S  

StatioElary target X  

Non－Stattonary  x  

80unGe Pa“  

St8tionさry  X  

批〉n－＄tat柑nary  X  

Ove「hea（Ipass  

St8tlOnさry  X  

Non－＄btionary  x  

Reb肌∩山叫  

血▼p  

Box8Ut PO＄it10n  
Defen8川e  
Offl∋nミ＝Ve  

ll血l再山川IOffen竜＝Yeはove＄  
Diro¢t（】rlVe  

to the blさket  
尺oGker mve   
Jab－St叩and go  
CrossoYerさteP  
Shot－f8一号and  
」U叩8hot  

Po＄tlJP POSlti叩  
Post s叩are－－1中一血sho8t  
Post（Ir叩－Stq】仙Ve  

B8hird tho b8Ck  
B8t■恍n thti】eg8  

Shl）Ot川g  

Lay－uP  
St8ti8∩訂y  

Do用inant hard  
Nonlゴ0爪inant   

抽）ー卜Stさti8nary  

DαMlmnt hand  

Non－do爪＝18nt  
S◎t Shot  

Ju叩Shot  
Free thr珊  

Off¢n引V01bv翫ntⅦith（〉ut廿帽8a】l  

DirモGt Cut tO ba】l  

V－GUt  

L－¢Ut  

Setting pi（：k＄  

∪5ing pi8ks  

術の導入時期を概覧した場合、「Youtb Bas－  

ketball」での技術の導入時期はカナダバス  

ケットボール協会「練習ドリル編」に比べ、  

全体的に技術の導入が早い。特にスクリーン  

プレーについては、カナダバスケットポ⊥ル  

協会「練習ドリル編」では13”16歳（stage3）  

段階で導入しているのに対し、「Youth Bas－  

ketball」では8－10歳（Elem．School）の段階  

で導入している。また、ポストプレーの扱い  

についても違いがみられ、カナダバスケット  

ボール協会「練習ドリル編」では16－18歳  

（stage4）段階で導入しているのに対し、  

「Youth Basketball」では11－13歳（Middle  

School）の段階で導入している‘。「かながわバ  

スケットボール指導教本－ミニからの一貫指  

導マニュアルー」はこの両者の中間と位置づ  

けることができる。   

表6－3「YouthBasketbal［」で取りあげ  

られている技術と導入時期  

E】em．SGhoo】Middle SGho01日igh S¢h（】O1   

88glmer l汀亡8rm8diatt！ 入dvan¢ed  

8－10  1ト13   川8rd up  

Defens川eミt81嶋e  x  

lSIVe F（）Ot¶）rl（  

Sllde step  

Åtta¢k and retreat step  

Dr叩＄t印  

Guさrding the Player刑th the Ba」！  

Dri馳It≧r dofo¶＄O  

De8d balldofen＄モ  

Def帥dillg the shot  

Guarding  也8P】ayer甘ith仇止the8al】  

Deny defense  x  

Hl∋lp side defeれS8  

加fend】ng th8S6reOn  

Ta¢ti¢8（b一郎tiY●8  

】れdlVl血▲10ff帥SIVe T白もt】G蓼  

鮎ttlng8叩I  x  

ロrivl†叱tO t鵬b那加t x  

T㈹イt8yer（〉ff8∩8iY8P8ttOrnS  

Givo ald g0  

8a¢kd00r GUt  

PiGk dnd r（lll  

Pas8ard pICk a▼aY  

Five－Playα  P8tter†＝）ffenさO  X  

F8＄也「印I  x  

SltU水lOnS  x  

To珊Pl叩er－tO－PIayer D8f帥亭e  
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表7－1小学校（低・中学年）における指導の基本要領  

82  

対象年齢  j＼学生（低■中学年）   

項目  ステップ  しみながら動きを習得する   

指 導 目 標  
ヾスケットのプレーの薬しさを味わわせ、もっとうまくなりた  
いという気持ちを育てる。個人技衝を見せて、トライさせる。   

ゲーム  ゴールを視野に入れたプレー。もらって（抜いて）シュート  

の目標   自分の相手を遅れずにマークする。   
技術の  種ポールハンドリング・テクニック（左右均等に使える）。  

基本 能力   いろいろな動作（垂心移動）。ストップ（ジャンプ・ストライド）   

ヾスとキャッチ   ヾスを正確に出す。動きの中でのミートとキャッチ。  
攻防   進・サークル・ジグザグドリブル。  
の 基本  届くフォームと産能でたくさんシュート。レイアップシュート  

’にごっこ（遊戯的）  

技術  おにごっこ（遊戯的）   

フェンス  ポールに向かって、空中（最高点）でキャッチする。  
ィフェンス  ポールに向かって、空中く最高点）でキャッチする。  

ボールキープ   1対0のピボット。  
攻防の  対1相手が近づいたらパスをする。  

基礎的  いたらシュート。ディフェンスが出てきたら抜く。  
プレー   ークマンにしっかりつく。 

対2の攻撃   シュートできないときに、味方にパス。  
対3の攻撃   いてパスを受けて、l対lをする。  

力防御   自分のマークマンをしっかり守る。   
ファーストブレイク   方のポールになったらゴールに走る。  

「かながわ バスケットボール指導教本」より   
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表7－2 小学校（高学年）における指導の基本要領  

対象年齢  J、学生（高学年）   
項 目  ステップ  達する喜びと良い習慣づくり   

指 導 目 標  
巧みな身のこなしとバスケットの基本的スキル、算用さ獲得。  
レーの状況判断を高める。自ら進んで取り組む姿軌   

ゲーム  ールを中心に、個人戦術からグループ戦術の展開。  
の目標   協力してボールを守るマンツーマン。   
技術の  基本的ボールハンドリング。（両手均等）スポットドリブル。  

基本能 力   心移動と良い姿勢。ストップとピボット。6種類のもらい足。   

†スとキャッチ   ディフェンスに応じた各種パスの使い分け。走りながらのパス  
攻防の  、－ルを見ない方向変換、コントロール。ボディフェイク。  

基本技  確なシュートフォームづくり。（ワンハンド）ペリメータージャンプシュート。  

衝  ぎにごっこ。正しい方向変換と抜くタイミン久（チェンオブベース）  

防御のフットワーク   種ステップの正しいフォームづくり。素速い開運び。   

．．、－  フェンス  シュートしたら必ずリバウンドの意乱  
ィフェンス  クリーンアウトの意識。  

ポールキープ   1対1のピボット。ドリブル中のボールキープ。（視野）  

攻防の  対1：シュートをねらうー連の動作から／くスをする。  

基礎的  ープンスペースを意識した1対1。カッ＝ンプレー。  

プレー  ークマンに対する正しいスタンス、つき方。  
対2の攻撃   1ス・アンド・ランプレー。  

対3の攻撃   くス・アンド・ランプレー。ドライブの合わせ方。  
協力防御   ルプディフェンス。ポジションとビジョン。   
ファーストブレイク   ワンマン速攻から3線速攻まで。  

防御  
防御   

チーム  
プレー  
・人防御   1線、2線、3線の意識  

攻防御   （原則的には、マンツーマンだけ）  

殊攻撃   ジャンプボール、スローインフォーメーション。  
防御   （原則的には、マンツーマン■だけ）   

カトレーニング  
、－ルを使った練習で、スマートな身のこなしレくランス、柔軟性、素速さ）獲得。筋  

力・スピード系のトレーニングは、まだ無理。   
練習の目的や重要性を選手たちに納得させる。（例：ウオームアップ、各種技術等）  

尋上の留意点  きな原則のもとでぷれ－させ、その中で選手の判断力を伸ばす。プレーの結果を  

叱らずに、根気よく励ます。   

「かながわ バスケットボール指導教本」より  

4． 岩手県におけるバスケットボールの指導かノキュラムに関する試案  

4－1「バスケットボール・メソッド」でのバスケットボールの構成要素   

バスケットボールの技術は、フリースローを除き、刻々と変化する状況を的確に判断し、  

技能を発揮するオープン・スキルであり、その成果は状況判断の確かさに裏付けされいる  

といえる。従って、バスケットボール技術の発揮では、「見て、プレーする」だけのプロセ  

スではなく、「見て，判断し、プレーする」といった、判断のプロセスを重視する必要がある。  

バスケットボールの指導において，技術を習得させるとは，フォーム的な技術を体に覚え込  

ませることと同時に、どんな状況の下でその技術を発揮させるべきなのかを理解させてお  

く必要が重要である12）。   

バスケットボールのゲーム状況は、オフェンス、ディフェンス、それとオフェンスとディ  

フェンス双方の変換の局面であるコンバージョンに大別できる。「バスケットボール・メ  

ソッド」の解説書では、これらのゲーム状況毎にバスケットボールの構成要素を図1のよ   
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図1バスケットボールの構成要素  

バ ス ケ ッ ト ボ ール の ゲ’－  ム  

オフェンス  コンバージョン  ディフェンス  
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ボディバランス  
フットワークリ＼ンドワークく含むピボット、ターン）  
ポールハンドリング  
体力（筋力、持久力、巧緻性など）   

体格  

やる気・覇気・気概（意）  

情熱く什）  

兼しさ・面白さ（情）  

センス・判断力（知）  

駆け引き・戦時・戦術（知）  

意＝意志・意欲・意図など  

情＝感情・情感など  

知＝知識・知性・知恵など  

r′くスケットボール・メソッド」より   

うに整理している。  

「バスケットボール・メソッド」は、ディフェンスに比べ未整理といえるオフェンスの  

考え方に、筋道を立てて体系化することを基本方針としている。現在、低迷している岩手  

県のバスケットボールでは、バスケットボールのファンダメンタル、特にオフェンスのファ  

ンダメンタルの充実が必要であるので、この構成図を参考として、岩手県のミニバスケッ   
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トボール指導内容を考えることにする。  

4－2 岩手県におけるミニバスケットボールの指導力リキュラム作成の基本的方針   

現在、岩手県のバスケットボールの競技成績は低迷している7｝。その原因には、非常に  

多くの要因が複雑に関係している。前述のバスケットボールの構成要素（図1）をもとに  

考察するならば、「心」・「技」・「体」のすべての面においてレベル・アップが必要と  

いえる。盛岡市内の中・高校のバスケットボール部員を対象にスキル・テスト（30秒間ゴー  

ル下シュート、30秒間バックボードパス、ジグザグドリブル）を予備的調査として行った  

結果でも良い成績とはいえず14）、技術水準が競技水準に大きく影響していると予想された。  

また、県内大会でのゲーム分析の結果でも、ターン・オーバーがミニ・中学校・高校段階  

において攻撃回数の20～30％あり15）、基本的なファンダメンタル充実が必要と考えられる。   

今回、岩手県におけるミニバスケットボールの指導力リキュラムの試案を提示するにあ  

たり、「心」（精神的側面）、「体」（体力的側面）についても検討を加えるのが適当と考え  

られる。しかし、現在、岩手県独自のこれらについて検討する資料はなく、前述の「松本  

試案」、「かながわバスケットボール指導教本」に十分な検討結果が示されており、これら  

を参考とすることが適当と考えられる。従って、本論では技術・戦術的内容についてのみ  

試案を提示することにする。   

なお、「かながわバスケットボール指導教本」ではミニバスケットボールの指導段階を  

低・中学年と高学年に区分しているが、岩手県ではミニバスケットボールを5年生から開  

始しているチームも多いので、本報では指導段階を区分しないで試案を提示する。   

試案作成の際、以下の点について配慮した。  

1．ディフェンスの指導の成果は顕在化しやすいく、ミニバスケットボールの勝敗に大き  

く影響する。しかし、発達段階から判断して、プレーヤーもオフェンスの練習により  

喜んで取り組むはずである＝㌔ したがって、オフェンスの技術・戦術をできるだけ  

多く取りあげ、ディフェンスの技術・戦術は最小限にとどめる。また、ゾーンディフェ  

ンスはできるだけ行わない。  

2．コンパ」ジョンはゲームを決する重要な局面であり、岩手県のバスケットボールの競   

技力向上に大きな影響を及ぼす。したがって、ミニバスケットボール段階で十分な導  

入に配慮すること。  

3．ミニバスケットボール段階からの一貫した、1対1のオフェンス能力向上が岩手県のバ  

スケットボールに必要と考える。ピートドリルをミニバスケットボール段階から導入  

して、それ以後も一貫して指導内容に組み込むこと。  

4．ミニバスケットボール段階では、スクリーンに頼らず、カット中心の攻撃を目標とする。  

そのため、カットの指導とスペーシングの指導を充実すること。  

5．ミニバスケットボール段階では、ポストプレーの指導を特別に取り上げて行わない。   

小学校段階では、特に女子で、早熟な子が長身者となる。したがって、一貫指導の観   

点からポストプレーヤーを固定して指導することはできるだけ避けることが大切であ  

る。  

6．フックシュート、ベビー・フックシュートをミニバスケットボール段階から導入し、  

将来の完成を目指す。  

7．セット・シュートの導入として、ワンハンド・チェストシュートを導入する。このこ   
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とは、女子選手の中学生以降のワンハンド・シュートの普及に貢献すると考えられる。  

8．ファストブレイクほミニバスケットポール段階では、できるだけシンプルな形を心がけ、   

できるだけ個人能力を発揮できるように指導すること。役割の分担、セカンダリーブ  

レイクの指尊は、中学枚以上に行う。  

4－3 岩手県におけるミニバスケットボールの指導かノキュラムの試案   

以上の基本的観点から、指導すべき技術・戦術、代表的なドリル、指導上の留意点を岩  

手県におけるミニバスケットボールの指導カリキュラム試案として具体的に提示する。   

なお、技術・戦術の構成は、図1に準ずることとし、代表的なドリルは「バスケットボー  

ル・メソッド」で紹介されているものを中心に精選した。ドリルの紹介は原則として名称  

のみとする。なお、ピートドリルはオフェンスのフアンダメンタルとして指導すべきドリ  

ルとした。  

Ⅰ．ボディバランス及びフットワーク・ハンドワーク   

［指導すべき技術】：クロスステップ、サイドステップ、スタッターステップ、スラ  

イドステップ、ジャンプストップ、ストライドストップ、チェ  

ンジオブディレクション、チェンジオブペース、フロントターン、  

リバースターン   

［代表的なドリル】：鬼ごっこ、百足鬼、Triangletag（4人1絶となり、1人が鬼  

となる。残りの3人は手をつなぎ輪を作る。鬼はその3人のう  

ち1人の背中をタッチしようとする。3人は協力してそれを防  

ぐ。）   

［指導上の注意点］：鬼ごっこはバスケットボールの基本である。まずは、ボールを  

使わない方法で行い、できればボールを用いて行う。  

Ⅱ．オフェンス  

1．ボールハンドリング   

［指導すべき技術］   

［指導すべきドリル］  

バスケットボールポジション（トリプルスレットポジション）  

ピートドリル（ウイングポジションから）：①フリースロー  

ラインサイドにドライブ（診ベースラインサイドにドライブ  

③即座にシュート ④フェイクして、ベースラインサイドに  

ドライブ（診フェイクして、フリースローラインサイドにド  

ライブ ⑥フェイクして、ベースラインサイドにドリブルし  

て、止まってシュート ⑦フェイクして、フリースローライ  

ンサイドにドリブルして、止まってシュート ⑧全体練習  

（ディフェンスをつけて）   

［指導上の注意点】：バスケットボールポジションに注意して指導すること。特に、  

視野に注意すること。ピートドリルでは、①～⑦をディフェ  

ンスをつけないで、十分時間をかけ指導すること。  

りシュート   

［指導すべき技術】：レイアップシュート、パワーレイアップ、クロスオーバー・レ   
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イアップ、ワンハンド・チェスト・シュート、ワンハンド・セッ  

トシュート、ジャンプシュート、ターンアラウンドシュート、  

ベビーフックショット、フックショット、フリースロー  

［代表的なドリル］：シュートドリルJumping：シュートが届く範囲で、軽く連続ジ  

ャンプを行いながらシュートを行う（ジャンプしてシュートす  

るタイミングを習得する）、シュートドリルKnock Out（競争  

してのシュート練習）、マイカンドリル  

［指導上の注意点］：シュートフォームについてはあまり細かな指導を行わない。  

シュートフォームより、タッチ、コントロール、集中力を指導  

の要点とする。シュート練習では、できるだけ競争を取り入れる。  

レイアップシュートについては、できる子については非利き手  

も練習させる。  

2）ドリブル   

［指導すべき技術］  ：非利き手のドリブル、スピードドリブル、突き出しのドリブル、  

チェンジオブディレクション、チェンジオブペース、クロスオー  

バー・ドリブル、リバース（ロールドリブル）  

：サークルドリブル、ジグザグドリブル  

：ドリブルについては、両手を使えようにするように指導する。   

また、その場でのドリブルの指導は導入時期のみとする。ドリ  

［代表的なドリル】  

［指導上の注意点］  

ブル中の視野に注意すること。  

3）パス   

【指導すべき技術］：チェストパス、オバーヘッドパス、ショルダーパス、バウンズ  

パス、スナップパス、サイドアームパス、フックパス   

［代表的なドリル］：対面パス、20n［パス、Michigan パスドリル、マシンガン・  

パスドリル、2面ダッシュ   

［指導上の注意点］：パスのタッチはシュートの基本となるので、自然なバックスピ  

ンがかかるように指導する。また、強いパス、遠くにパスでき  

る・ようの指導する。  

4）パスキャッチ   

［指導すべき技術】：両手キャッチ（Funneけ、片手キャッチ（B10Ck＆trap）、ターゲッ  

トハンド、ミート  

：パスドリル（前述）の中で。  

：強くキャッチするように指導する。脚を床に国定した状態では   

なく、ミートしてキャッチするようしどうする。また、練習の   

全てでターゲットハンドを強調する。  

戦術］：自分の位置、スペーシングの概念  

：スリーマンミートアウトパス  

：スペーシングはオフェンスの基礎となるので、その概念を十分   

に理解させる。初心者ではコート内の自分の位置が正確に掌撞   

［代表的なドリル］  

［指導上の注意点］  

2．スペーシング   

［指導すべき技術  

［代表的なドリル］   

［指導上の注意点］  
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3．ショットセレクション   

［指導上の注意点】  ショットセレクションでは、体のバランスが悪いときにシュー  

トしないことを指導する。ただし、ミニバスケットボールでは  

どんどんシュートさせることが前提である。  

4．フェイク   

［指導すべき技術・戦術］：ジョブ・ステップ、クロスオーバーステップ、イクスブロー  

ジョン・ステップ、ロッカー・モーション、ポンプフェイ  

ク   

［代表的なドリル］：ピートドリル（ウイングポジションから）   

［指導上の注意点］：ミニバスケットボールでは、遊び・感覚からフェイクを体得す  

るように指導する。  

5．カット   

【指導すべき技術・戦術］：バスケットカット、ボールサイドカット（フロントカット）、  

／〈ックカット（バックドア）、Vカット、Lカット（スラス  

トステップ）、フラッシュカット   

［代表的なドリル］：ボールなしでのカットドリル（チェンジオブディレクション＆  

チェンジオブペース）、バックカットドリルlonO（バッサー  

をつけて）、バックカットドリルlonl（バッサーをつけて）、  

フラッシュカットドリル20nO（バッサーをつけて）、フラッ  

シュカットドリル20n2（バッサーをつけて）、バスケットカッ  

トドリル20nO、バスケットカットドリル20∩2   

［指導上の注意点］：Ⅴカットはボールをもらう動きの基本となる、ピートドリルを  

行うときにⅤカットでボールをもらう指導をする。カットの際  

にほ、タイミング、チェンジオブデイレクション、チェンジオ  

ブペース、ターゲットハンド、バッサーとのアイ・コントクト  

が重要であることを理解させ、指導する。  

6．スクリーン   

［指導上の注意点】  

7．ポストプレー   

［指導上の注意点］  

：スクリーンプレーは特に指導しない。  

：ポストプレーは特に指導しない。ただし、シュートで取り上げ   

るターンアラウンドシュート、ベビーフックショット、フック   

ショットをゴール付近で適切に使用できるように指導する。ま   

た、アップ・アンド・アンダー（ステップインシューり とポ   

ンプフェイクも場面に応じて使用できるように指導する。  

戦術］：20nl、30n2  

：3Line Layup、オールコート20nl、オールコート30n2  

：ファストブレイクの指導はプライマリーブレイクにとどめ、で   

8．ファストブレイク   

［指導すべき技術   

［代表的なドリル］   

［指導上の注意点】  
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きるだけシンプルな形を心がける。ファストブレイクの中で個  

人能力を発揮できるように指導すること。役割の分担、セカン  

ダリーブレイクの指導は、中学校以上で行う。  

9ノ＼－フコート・オフェンス  

1）マンツーマン   

［指導すべき技術・戦術］：ギブ・アンド・ゴー（パス・アンド・ラン）   

【代表的なドリル】：ハーフコート20n2、ハーフコート30n3   

［指導上の注意点］：スペーシングに注意し、パスしたら動くこと（ギブ・アンド・  

ゴー）を指導する。この際、バスケットカットの重要性を理解  

させる。自然に生じるスクリーンプレーを禁止する必要はない  

が、スクリーン中心の攻撃にならないように注意する。適切な  

カット、スペーシング、サイドチェンジを用い、ピートドリル  

を中心としたlonlで攻撃できるよう指導する。  

2）ゾーン  

［指導上の注意点］  ：ゾーンディフェンスはミニバスケットボール段階では行わない  

ことを原則とする。対戦相手がゾーンディフェンスを行ってく  

る場合には、ポジショニングとサイドチェンジについて指導し、  

適切なシュートセレクションを強調するにとどめる。  

Ⅲ．コンバージョン  

1．リバウンド  

1）ジャンプ   

［代表的なドリル］   

［指導上の注意点］  

：連続タップ、連続リバウンド  

：シュートされたボールの跳ね返りにあわせてジャンプすること  

は、感覚の養成が大事である。ミニバスケットボール段階でこ  

の感覚を養成することが大切である。高さよりタイミングを強  

詞する。  

2）キャッチ   

【指導上の注意点］：リバウンドでは密集でのキャッチとなる、ボールを取られない  

ために、ボールを下げない習慣を付けさせる。  

3）ブロックアウト  

：ブロックアウトドリル30n3（サークルドリル）  

：ミニバスケットボール段階のリバウンドでは、ブロックアウト  

よりも、タイミングよくリバウンドにあわせジャンプすること  

を優先する必要がある。ブロックアウトを強調しすぎないこと。  

：アウトレットパッシング20n2  

：リバウンドを取ったら、アウトサイドフットを軸足にして、フ  

ロントターンをして、パスすることが基本であることを指導す  

る。この際、パスコースがふさがれたら、ドリブルアウトをす   

ることを数える。   

［代表的なドリル］  

［指導上の注意点］  

4）アウトレット  

【代表的なドリル］  

［指導上の注意点］  
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2．ボールダウン   

［指導上の注意点】：できるだけ早くフロントコートにボールを進めるように指導する。  

3．プレスダウン   

［指導上の注意点］：スペーシングを指導し、パスを主体としたプレスダウンを指導  

する。この際、ミニバスケットボール段階では、ギブ・アンド・  

ゴーに続くリターンパスが有効であることを理解させる。  

4．エントリー   

［指導上の注意点］：ミニバスケットボール段階では、ポジショニングとウイングポ  

ジションヘの正確なパスの指導を徹底する。  

5．ピックアップ   

【指導すべき技術・戦術］：オフェンス・リバウンド・ポジションとセーフティー、  

ハリーバック、ピックアップ   

【代表的なドリル】：センターラインでのピックアップドリル、3ポイントラインで  

のピックアップドリル   

［指導上の注意点】：セーフティーマンは簡単なレイアップシュートを防ぐこととボ  

ールの進行をできるだけ遅らせることを、リバウンダーはハ  

リーバックすることを理解させる。また、声によるコミュニケー  

ションの重要性を指導する。  

Ⅳ．ディフェンス  

1．オン・ザ・ボール・ディフェンス   

【指導すべき技術・戦術］：スタンス、ハンズアップ（ミラー・ザ・ボール）、パー  

ムアップ（ドリブラ一に対するディフェンス）、べリー  

アップ  

【代表的なドリル］  

［指導上の注意点】  

：ジグザグlonl、ノードリプル20n2  

：オン・ザ・ボール・ディフェンスでは、ドリブルをするまえの  

ボールマンに対してのディフェンス、ドリプラ一に対しての  

ディフェンス、ドリブルが終わった後のディフェンスを理解さ  

せる。ドリブルをするまえのポールマンに対してのディフェン  

スでは、適切な間合いとスタンス、ハンズアップ（ミラー・ザ・  

ボール）を、ドリブラ一に対してのディフェンスでは、パーム  

アップにより低い重心を維持し抜かれないことを、ドリブルが  

終わった後のディフェンスでは、べリーアップして圧力を加え  

ることを理解させる。  

2．オフ・ザ・ボール・ディフェンス   

［指導すべき技術・戦術］：ジャンプ・ツー・ザ・ボール、ヘルプ、ヘルプ・アンド・ゲッ  

トバック（ヘルプ・アンド・リカバー）   

［代表的なドリル］：20n2ゾーンモーションドリル   

［指導上の注意点］：オフ・ザ・ポール・ディフェンスでは、ポジショニン 

ョンをミニバスケットボール段階で指導する必要がある。その  

ため、自分を頂点として、自分・ボール・マークマンが三角形   
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になるようなポジショニング（Make tbe triangle）の重要性を理  

解させる。ヘルプについては、その必要性を理解させるにとどめ、  

計画的なヘルプ・ディフェンスの必要はない。しかし、ヘルプ  

をした後のリカバーは強調する必要がある。  

3．ポストディフェンス   

［指導上の注意点］  ：特に指導する必要がないが、ゴール付近ではシュートを中心に  

守り、ハンズアップを徹底する。  

4．スクリーンディフェンス   

［指導上の注意点］：特に指導する必要がないが、声によるコミュニケーションの重  

要性を指導する。  

5．マンツーマンディフェンス   

［指導上の注意点］：オン・ず・ボール・ディフェンスとオフ・ザ・ポール・ディフ  

ェンスの指導内容を徹底する。また、自分たちのボールになる  

までディフェンスを継続する習慣を付けさせる。  

6．ゾーンディフェンス   

【指導上の注意点］：指導は原則として行わない。  

7．マッチアップディフェンス   

［指導上の注意点］  

8．プレスディフェンス   

［指導上の注意点］  

：指導は原則として行わない。  

：プレスディフェンスの導入には慎重であるべきである。特に、  

ゾーンプレスの導入は慎むべきと考える。マンツーマンディ  

フェンスがある程度レベルが上がり、ピックアップが早くなり   

自主的にオールコートにディフェンスを展開することを制限す  

る必要はない。積極的にボールを取りに行くことも制限するべ   

きではないが、アーリーヘルプの導入にとどめ、計画的なダブ  

ルチームの指導は慎重であるべきである。  

5． お わ り に   

本報では、成功を納めているサッカーの一貫指導のカリキュラムを概覧し、「かながわ  

バスケットボール指導教本－ミニからの一貫指導マニュアル～」4）を参考として、カナダ  

バスケットボール協会の「練習ド7）ル編」10）、「Youth Basketball」11）においてミニバスケッ  

トボール段階で指導が導入されている技術・戦術を整理し、「バスケットボール・メソッ  

ド」12）で取り上げられている技術・戦術を主に精選し、岩手県におけるミニバスケットポー  

ルの指導カリキュラムの試案を試みた。内容は、技術・戦術に限定されており、不備な点  

も多いことと思われる。今後、関係者の方々のご意見をいただき、より良い指導力リキュ  

ラムとしていく必要がある。   

また、指導カリキュラムがあっても、その内容の普及とその内容にそった指導者養成も  

重要な課題といえる。今後の岩手県におけるバスケットボールの一貫指導が実りあるもの  

となり、岩手県のバスケットボールのレベルアップが実現するための一助となれば幸いで  

ある。   
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